
【 集 落 協 定 の 概 要  】
市町村名：輪島市
協定締結集落名：舳倉島集落
交付額：７，８８８千円
協定参加世帯数：５８世帯（うち漁業世帯５８世帯）

【 制 度 の 趣 旨  】
離島の漁業を元気にするため、水産業と漁村の果たしている役割や機能の維持・増大を目指すことを目的とした交付金
で、漁業の再生活動を行う離島集落に対して交付されるものです。

【 対 象 区 域  】
離島振興法で指定されている離島のうち、航路時間で概ね３０分以上離れているなどの条件の離島を対象としています。

【 対 象 集 落  】
市町が策定する漁業集落活動促進計画の内容に基づいて、漁業協定を締結した漁業集落を交付対象としています。

【 活 動 内 容  】
漁場の生産力向上と、利用に関する話し合い、漁場の生産力の向上に関する取組及び集落の創意工夫を活かした
取組を実施しています。

１　漁場の生産力の向上に関する取組状況

　　平成２２年度の取組状況：種苗放流（アワビ稚貝の放流）、害敵駆除（アワビ・サザエの害敵であるマダコ、ヒトデ等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を駆除）、漁場管理（藻場対策）など

２　集落の創意工夫を活かした取組状況

　　平成２２年度の取組状況：海水天然塩の製造など

【 実 施 年 度  】
平成２２年度～平成２６年度までの５年間を事業実施期間としています。

平成２２年度 離島漁業再生支援交付金事業の実施状況について 

舳倉島全景 製品（宝の海） 

タコ・ヒトデ等の駆除 藻場の調査 



参考様式２－１
平成２２年度 離島漁業再生支援交付金 実施状況

石川県

輪島市 合計

1 1

うち特認離島の協定数 0 0

1 1

うち特認離島の集落数 0 0

58 58

うち漁業世帯数 58 58

  うち特認離島の漁業世帯数 0 0

1 1

100 100

3 3
種苗放流 ○ ○
漁場の管理・改善 ○ ○
産卵場・育成場の整備
水質維持改善
植樹、魚付き林の整備
海岸清掃
海底清掃
漁場監視
その他 ○ ○

2 2

新たな漁具・漁法の導入
新規漁業への着業
新規養殖業への着業
協業化による経営収支の改
善・安全性の向上
低・未利用資源の活用
品質の均一化に向けた取組
高付加価値化
流通体制改善
簡易加工
海洋レジャーへの取組
伝統漁法の取組
漁労技術の向上の取組
販路拡大 ○ ○
その他 ○ ○

7,888 7,888
0 0
0 0

0 0

0 0
0 0

2,349 2,349

種苗放流 200 200
漁場の管理・改善 1,529 1,529
産卵場・育成場の整備 0 0
水質維持改善 0 0
植樹、魚付き林の整備 0 0
海岸清掃 0 0
海底清掃 0 0
漁場監視 0 0
その他 620 620

5,539 5,539

0 0
0 0
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集落協定の管理体制における担
当者の報酬

うち前年度からの繰越額
うち特認離島への交付額

都道県名

　協定参加世帯数

　実施集落率　①／②％
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　漁場の生産力の向上に関する取組

「漁業集落数」とは、漁港を核として、当該漁港の利用関係にある漁業世帯の居住する範
囲を、社会生活面の一体性に基づいて区切った範囲のうち、漁業世帯が4戸以上存在する
ものを計上する。（2003年（第11次）漁業センサスに準拠）

　交付対象漁業集落数※　②

その他雑費

話合い・備品に関する経費

　繰越額

漁場の生産力の向上に関する取
組に要した経費

当
該
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用
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た経費

交付事務の委託料

　交付金額（千円）

市町村名

　協定を策定した漁業集落数※　①

　集落協定数

　創意工夫を活かした取組
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